
一部変更一覧

テーマ 港湾 変更概要 主な変更内容

大規模地震
対策施設

佐伯港
災害時、緊急物資輸送網を確保し、被災者の
生活維持に最大限寄与するため、耐震強化
岸壁（緊急物資対応）を位置付ける。

•耐震強化岸壁（緊急物資対応）の
位置付け箇所の変更

令和2年11月26日
交通政策審議会
第80回港湾分科会
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国道217号線
（佐伯弥生ﾊﾞｲﾊﾟｽ）

女島地区鶴谷地区

葛地区

坂ノ浦地区

海崎地区

守後地区

石間地区

大入島東地区

大荒網代地区

佐伯IC

佐伯港港湾計画 一部変更 前回改訂：1993年8月（目標年次：概ね2005年）

県道・市道
国道
高速自動車道

＜凡例＞

佐伯港

(C)Mapbox (C)Open StreetMap (C)Yahoo Japan 利用規約

2



3

【計画変更のポイント】

○既定計画では、葛地区フェリーバース-5.5mの140mに
耐震機能が位置付けられているものの、ヤードが狭小か
つ、対象船舶とする熊本地震の際に近隣港での寄港実績
がある「はくおう」が着岸不可となっている。
（はくおう：必要延長240m 必要水深8m）

○そのため、想定船舶が着岸でき、施工時の利用調整
が可能な女島地区の-14m岸壁（現状-10m）240mに耐震
機能を付加する。

計画変更の内容

耐震機能付加 240m

【既定計画：女島地区】 【今回計画：女島地区】

【既定計画：葛地区】

耐震強化岸壁（－5.5）140m



基本方針との適合
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テーマ 変更概要

基本方針

Ⅰ 港湾の開発、利用及び保全の方向
に関する事項

Ⅱ 港湾の配置、機能及び能力に関する
基本的な事項

大規模
地震対
策施設

災害時、緊急物資
輸送網を確保し、
被災者の生活維
持に最大限寄与
するため、耐震強
化岸壁（緊急物資
対応）を位置付け
る。

（３）①災害から国民の生命・財産を守り、社会経済活動を維持する港湾・輸送体系
の構築

災害時における緊急物資の輸送
ルートの構築及び航路等の啓開体
制の強化
港湾及び港湾背後地での社会経済
活動の安全性・継続性の確保のた
めの地震・津波・高潮・暴風等に対
する防災・減災対策

地域防災計画に基づく、耐震強化岸
壁、緊急物資保管場所、道路等の配
置、一体的整備及び啓開体制等に関
する連携体制の強化


